
02.自分らしいつながり方

区　分

フリガナ

制作者名

フリガナ
卒業時の大学
学部・学科
フリガナ

概　要

福田　羽和

我は拡張する、故に我々は在る

2025年

船橋　仁奈 教授

ワレハカクチョウスル、ユエニワレワレハアル

学生卒業設計制作NCF空間ディスプレイアワード受賞作品

最優秀賞

フクタ　ハワ

フナハシ　二ナ 職名

Ⅱ.　生活ディスプレイデザイン

ダイドウダイガク　コウガクブ　ケンチクガッカ

大同大学工学部建築学科

現在の土地
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01.はじめに　　
　現在では個人が社会と直接接続できるようになった

が、学校や職場、家族などの帰属集団自体には大き

な変化がみられず、その結果社会とのつながり方はあ

まり変わっていない。学校へ行く、職場へ行くといった

生活行為そのものが社会とのつながりなのではなく、

個人が社会とつながるためのプロセスこそ、個人と社

会のつながりの本質であるといえるのではないか。

　本建築を設計するにあたって、「共有減歩」の考えを引用する。集合住宅の

専有部を拡張し、少しずつ個人の領域を出し合うことで共有部を形成してい

く。共有減歩とは、事業に必要な土地を、区画内の所有者が公平に出し合うこ

とで、道路や公園などの公共用地を確保・充実させる仕組みである。共有部を

つくるための「専有部の提供」という行為は、集合住宅という社会への貢献でも

ある。この時点で既に、新たな個人と社会の関係値が生まれている。

　本設計では、集合住宅いおける「個人と社会のあいだ」すなわち「集まって住

む」ことによりうまれる「共有部」に着目し、新たな個人と社会の在り方を示す。

住民たちは、気が付かないうちに少しずつ小さな社会に貢献し、社会とのつな

がり方を知るのである。そして様々な共有部を通じ、今よりも多様で自分らしい

社会とのつながり方を選択することができるようになる。

03.公共減歩の引用　　

社会へのつながり方に溢れる住まい

02.自分らしいつながり方
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以上の機能（物干し
場）を生み、生活の
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有／敷地と周辺環境を
緩やかに分節する

路面電車の路線に面する軒下空間
は路面電車をまつ人たちも利用で
きる

地域の子どもたちが集まっ
て遊んだり勉強したりでき
る机がある小広場

個人の庭でありながら
徐々に公共性を帯びた
庭へと変化していく

雨をしのぐことのできる半
屋外スペースでは雨天時も
様々な活動で溢れる

分別家が管理するへた地
のゴミステーションは集
合住宅とは不可分の関係

敷地北側には歩道があるの
に対して南側には歩道がな
いため、雁行配置によって
歩道を兼ねた空地を計画
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観察家や風景家の壁がワンル
ームの空間を区切っていく

幅が広い階段はその用途だけで
はなく演奏を聴く客席にもなる

個人が提供する共有部
が少しずつ混じりあう
ことで新たな共有のカ
タチが生まれる
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園芸家が育てる植物
が建物全体を巡る

室内に表れた梁はインテリ
アの一部として活用される

演奏家の奏でる音
により共有空間が
舞台へと変化する

風通しの良い洗濯家
のスペースは住民た
ちの交流の場となる

各住居の共有部が重なり住民以
外も利用できる多様な軒下空間
が生まれる

企画家の壁が芸術家のキャンバス
になるなど空間同士に様々な関係
が生まれる
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合住宅とは不可分の関係
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